
 

 

 

 

 

 

 

 

 MTEX,StandardODF,popLAHermonicによる 

  ＯＤＦＨｅｒｍｏｎｉｃテスト 

 

 

 

  

 

  ＭＴＥＸはHermonicに近い値 

 

 

 

    ２０１９年０２月０３日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 



概要 

 ＭＴＥＸはＨｅｒｍｏｎｉｃＯＤＦであるか他のＨｅｒｍｏｎｉｃＯＤＦと解析結果をの比較を行う 

 

入力データ 

 ＬａｂｏＴｅｘにより、Ｂｒａｓｓ，Ｃｕｂｅ，Ｃｏｐｐｅｒ，Ｇｏｓｓ，Ｓ方位を作成し、 

  

 極点図を作成 

  

極点図をＥＸｐｏｒｔし 

 

 



各ＯＤＦ向けデータを作成 

 

 

α範囲は０－＞９０度と０－＞７５度のＯＤＦ解析結果からｈｋｌｕｖｗプロファイルを比較する 

   

 

 

 

 



α軸０－＞９０の場合 

MTEX 

  

StandardODF 

  

popLAHermonic 

  

 

 

 



α軸０―＞７５ 

MTEX 

 

StandardODF 

 

popLA 

 



参考 

LaboTex90 

 

LaboTex75 

 

 

 

 

 

 

 



Ｌｉｓｔのグラフ化 

 

 

 

 方位密度では、MTEX>StandardODF>popLA であるが、大きな違いは認められない。 

 α範囲が 90度と 75度では、MTEX,popLAはほぼ同一の結果が得られる。 

 MTEXは Hermonicに近い値が得られる。 

 

 



参考、直説法（ADC）との比較 

 

 

直接法（ADC）は間接法(Hermonic)に比べ結晶方位の密度分布で幅が狭く peakが強い 

以下にＧｏｓｓ方位の３方向Ｅｕｌｅｒ角プロファイルを示す 

 

 

 

 



結晶方位プロファイル比較（Ｅｕｌｅｒ角度） 

ＭＴＥＸ（Ｇｏｓｓ） 

 

ＬａｂｏＴｅｘ（Ｇｏｓｓ） 

 

 



VolumeFraction（LaboTex） 

α0->90 

 

α0->75 

 

α範囲に関係なくｇｏｓｓ，ｃｕｂｅｂｒａｓｓ，ｃｏｐｐｅｒは約ＶＦ１０％Ｓは合計で約３０％である。 


